
沈

ネ直

北

碑

論

信r
Eヨ

の

は
じ
め
に

民
間
時
期
に
復
興
を
遂
げ
た
革
法
実
践
の
先
導
者
と
さ
れ
る
沈
曾

槌
(
向
治
一
ニ
O
J民
間
一
一
、
一
八
五
O
J
一
九
二
二
、
字
は
子
培
、
乙
盆

ま
た
は
煤
附
ー
な
ど
と
号
し
た
)
は
、
実
践
の
基
盤
と
し
て
の
歴
代
書
法

の
賞
鑑
に
も
一
家
言
を
有
し
た
番
人
で
あ
る
。
目
下
そ
の
成
果
は
、

題
抜
・
札
記
の
形
で
豊
富
に
伝
存
し
て
い
る
が
、
一
纏
ま
り
の
専
箸

で
は
な
く
散
在
す
る
こ
れ
ら
の
文
献
で
は
、
素
材
・
対
象
と
し
て
の

扱
い
難
さ
が
不
可
避
的
に
存
す
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十

分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
既
に
著
者
は
、
沈
氏
論
書
と
す
べ

き
こ
れ
ら
文
献
に
つ
い
て
、
書
誌
学
的
な
検
討
に
比
章
一
を
置
き
つ
つ

発
掘
・
整
理
し
、
併
せ
て
現
下
若
干
備
わ
る
先
行
研
究
を
回
願
し

(
1
V
 

た
。
こ
れ
ら
先
人
の
説
は
、
こ
こ
で
著
者
が
網
羅
し
た
文
献
自
に
限

な
く
論
及
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
沈
氏
論
警
の
特
質
と
し

て
、
南
北
ハ
も
し
く
は
碑
帖
)
の
五
証
i
i
i
玩
元
理
論
以
来
、
対
立
的

に
捉
え
ら
れ
て
き
た
碑
粘
・
南
北
に
つ
い
て
、
そ
の
相
関
牲
に
着
自

戸母
民

野

智

明

す
る
姿
勢
で
あ
り
、
書
学
史
的
に
見
て
、
碑
学
の
所
謂
「
尊
碑
抑
粘
」

と
い
う
急
進
的
な
思
潮
に
反
し
、
出
来
の
帖
学
に
も
一
定
の
評
価
を

下
す
論
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
8

1

1
を
指
摘
す
る
点
で
は
ほ

ぼ
共
通
の
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
互
証
論
は
、
以
後
如

上
の
文
献
自
に
お
い
て
綿
密
な
検
】
託
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ
で
留

意
さ
る
べ
き
は
、
こ
う
し
た
互
証
論
の
前
提
・
基
層
を
成
す
北
碑

観
・
南
粘
観
の
問
題
で
L

あ
る
。
上
記
の
先
行
研
究
は
、
北
碑
・
南
結

双
方
の
全
体
像
を
明
瞭
に
一
亦
す
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
互
証
論
は
、
手

法
と
し
て
の
創
新
は
認
め
得
る
も
、
沈
氏
の
包
括
的
な
論
書
体
系
の

中
に
、
確
固
と
し
た
位
震
を
占
め
て
は
い
な
い
。

以
上
の
点
に
鑑
み
、
小
論
で
は
先
ず
、
彼
の
北
碑
論
の
側
に
着
目

す
る
こ
と
に
し
た
。
伝
存
の
沈
氏
論
書
で
は
、
拓
本
の
鑑
別
や
卦
一
日
誌

学
的
な
考
証
を
主
と
す
る
法
肘
論
が
圧
倒
的
割
合
を
占
め
、
碑
刻
を

め
ぐ
る
一
一
一
一
口
説
は
至
っ
て
少
な
い
。
加
え
て
こ
れ
ら
の
部
分
的
な
伝
存

も
、
検
討
の
大
き
な
欝
壁
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
偶
存
の
こ
れ
ら

も
、
逐
一
の
分
析
と
統
合
、
そ
し
て
当
時
書
壊
を
風
燥
し
た
種
々
の
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北
碑
論
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
南
帖
と
の
五
一
誌
に
至
る
特
色
あ
る
北

碑
観
を
導
き
得
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
北
碑
論
の
潮
流

に
沈
氏
論
書
を
位
置
付
け
つ
つ
、
そ
の
冊
一
関
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
も

考
察
し
た
い
。一

、
伝
存
の
沈
氏
北
碑
論
番
文
献

先
ず
、
検
討
対
象
と
す
べ
き
沈
氏
の
北
碑
論
を
説
理
・
確
認
し
て

お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
(
一
)
文
中
に
北
碑
、
も
し
く
は

北
朝
護
法
に
関
わ
る
誌
、
そ
し
て
突
際
の
北
朝
石
刻
の
名
が
検
出
で

き
る
一
一
一
口
説
、
ハ
ニ
〉
或
い
は
そ
れ
を
標
題
と
す
る
一
纏
ま
り
の
言
説
、

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
に
は
該
当
の
一
一
一
一
口
説
を
、
著
者
に

よ
る
次
の
一

J
三
の
執
筆
年
代
推
定
を
交
え
、
年
代
版
に
番
号
を
付

し
て
整
理
し
た
。
以
降
各
一
一
一
一
向
説
は
、
便
宜
上
こ
の
番
号
で
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。
一
、
『
採
受
題
抜
』
所
収
の
言
説
(
標
題
中
「
抜
i

一
宇
が
備
わ
る
も
の
〉

中
、
無
紀
年
の
も
の
は
、
既
に
著
者
が
導
い
た
書
風
に
よ
る
断

〈

2
〉

代
法
に
基
づ
い
て
推
測
し
た
。

一
一
、
『
海
日
楼
札
叢
』
所
収
の
午
一
一
口
説
(
〔
〕
で
所
属
の
札
記
名
を
付
し

た
も
の
〉
は
、
先
述
の
前
稿
で
大
よ
そ
の
年
代
推
定
を
試
み
て

〈

3
)

い
る
。

一一一、

y
f

ム、

一
}
一
円
/
一
~

お
の
尺
肢
も
無
紀
年
。

(

4

)

 

お
に
つ
い
て
は
著
者
の
別
稿
で

予
測
し
て
い
る
。
お
は
前
半
部
の
肉
筆
影
印
が
存
す
る
こ
と
か

ら
、
上
一
記
の
一
に
従
っ
て
断
代
。
ま
た
こ
れ
ら
と
と
も
に
『
同

戸
月
刊
』
誌
に
録
さ
れ
る

M
、
お
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
稿
で

〈

5
)

下
一
認
の
如
き
見
当
を
持
っ
た
。

ー
、
北
斉
書
人
〔
護
徳
瓶
斎
渉
紘
一
十
〕

2
、
安
昭
一
(
中
部
豊
満
之
義
〔
同
右
〕

3
、
高
湛
基
一
…
一
一
ω
抜

4
、
張
猛
建
碑
抜
五
節

5
、
太
問
問
造
像
抜

6
、
桜
一
敬
訟
)
墓
誌
抜

7
、
張
黒
女
墓
誌
政
二
篇

8
、
禅
静
寺
別
前
銘
敬
佼
君
碑
抜

9
、
曹
倍
碑
抜

山
、
題
山
恒
敬
遺
志
拓
本

日
、
北
毘
碑
刻
抜

ロ
、
一
克
宴
刻
本
十
三
行
抜

目
、
李
壁
墓
誌
政

リ
州
、
資
使
君
碑
抜

日
、
校
官
碑
〔
葱
開
演
談
〕

話
、
侶
館
壌
碑
〔
同
右
〕

光
緒
8

・
9

司
右

光
緒
万

光
緒
刀

光
緒
U

J
げ
噴

司
右

光
緒
お
・
幻

光
緒
m
A
J
M
頃

宣
統
2
向
右

宣
統
2
頃

民
間
一
万
7
t
2
顎

司
右

民
間
3

民
国
3
顎

間
右
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口
、
劉
務
官
鈴
一
一
一
仙
〔
向
名
〕

問
、
張
猛
龍
稗
〔
同
右
〕

目
、
文
皇
率
吏
伝
六
代
之
筆
法
〔
同
右
〕

初
、
敬
史
君
碑
五
抜

紅
、
経
振
玉
宛
尺
照

的

μ

、
在
鳳
楼
抜
本
賞
庭
経
政

的

ω
、
寧
川
賞
碑
政

弘
、
海
日
砕
金

お
、
謝
鳳
孫
宛
尺
版

初
、
南
朝
霧
分
三
体
〔
全
拙
庵
温
故
録
〕

幻
、
ム
ハ
朝
慕
誌
・
附
陥
〔
同
右
〕

錦
、
掛
…
…
同
法
答
問

二
、
優
品
の
系
譜

向
右
同
右
同
右

民
国
3
1
8
頃

民
間
3
1
4間
関

民
間
4
1
7
項

同
右

民
国
初
期

民
間
8
以
降

民
間
8
向
布

刀
い
と
回
目

o

f

ド
M
F
Fに
Y
1
i

以
上
の
各
一
一
一
一
口
説
を
悲
に
、
本
節
で
は
、
稗
刻
、
を
め
ぐ
る
沈
氏
の
品

等
に
つ
い
て
、
優
品
と
さ
れ
る
砕
刻
の
師
承
や
様
式
的
脈
流
に
関
す

る
論
及
に
も
自
を
配
り
な
が
ら
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

先
ず
北
税
期
の
碑
刻
で
は
、
敬
使
君
碑
抜
8
に

北
碑
措
法
、
蛍
以
「
づ
葱
公
一
誌
、
張
猛
龍
碑
、
及
此
銘
ハ
敬
使
君
)

伺
州
大
宗
。
~
づ
誌
近
大
正
、
張
碑
近
小
玉
。

と
あ
り
、
幻
の
忽
山
川
忍
誌
詐
に
も
「
乃
知
張
一
別
邸
、

弓
葱
公
民
大
番

家
筆
。
」
と
す
る
な
ど
、
当
該
碑
刻
を
主
題
と
し
な
い
中
立
的
な
一
一
一
一
日

説
で
張
猛
龍
碑
、
弓
遵
墓
誌
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

二
烈
が
双
壁
と
し
て
位
置
す
る
よ
う
で
L

あ
る
。
一
方
、
そ
の
一
張
猛
龍

碑
を
主
題
と
し
た
比
較
的
早
期
の
抜
4
で
は
「
龍
蔵
近
右
中
阜
、
清
原

近
大
令
。
」
と
、
張
猛
龍
に
龍
蔵
寺
碑
を
対
崎
せ
し
め
る
一
一
一
一
同
も
あ
る
。

だ
が
、
該
抜
の
別
刻
で
は
、
沈
氏
が
私
淑
す
る
包
世
直
・
張
捺
針
ま

で
末
諸
に
配
し
、
張
猛
龍
と
弓
遊
・
鄭
文
公
の
類
を
対
比
的
に
捉
え

た
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
別
別
の
見
方
が
、
後
の

8
幻
に
発
展

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

4
の
一
一
一
一
口
説
は
、
包
世
臣
『
十
一
一
舟
双
梶
』
論
番
ハ
以
下
『
安

呉
論
番
』
と
略
)
を
多
分
に
想
起
さ
せ
る
。
先
ず
該
盟
国
の
「
述
書
下
」

に
は
、
寅
乙
生
ハ
小
仲
)
の
教
示
と
し
て
「
張
猛
龍
足
綴
大
令
、
龍

減
寺
足
繕
右
箪
」
と
の
一
一
一
一
向
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

4
は
全
く
こ
れ
を

系
け
る
0

8
で
二
五
が
各
々
比
況
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
賀
氏
の
一
一
一
一
口
に

示
唆
を
受
け
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
南
北
・
碑
帖
の
互
託
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
た

4
で
は
、
一
パ
龍
蔵
寺
〉
運
用
'
邸
中
部
:
・
(
張
猛
龍
)
鋒
距
出
梁

鵠
」
「
(
張
猛
龍
)
奄
有
録
、
梁
務
境
」
と
も
一
一
一
一
向
う
。
こ
れ
も
『
安
呉

論
書
』
歴
下
第
十
一
部
、
論
書
十
二
絶
句
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
、
中
郎

〈
茶
話
〉
派
が
鍾
孫
、
梁
鵠
間
派
に
分
岐
す
る
と
い
う
、
包
氏
独
自
の

伝
流
論
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
見
解
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
包
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氏
の
伝
流
論
で
は
、
録
係
l
乙
挟
派
に
弓
遊
ほ
か
経
石
崎
大
字
、

峰
山
五
一
一
一
一
向
、
鄭
文
公
碑
を
、
一
方
の
梁
鵠
H
H

孔
羨
派
に
は
張
猛
龍
ほ

か
資
使
君
碑
、
貌
霊
蔵
・
楊
大
限
・
始
平
公
各
造
像
を
各
々
配
し
、

北
碑
の
二
系
統
を
提
示
す
る
。
沈
氏
の
双
壁
は
、
ま
さ
に
こ
の
枠
組

を
踏
襲
す
る
訳
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
枠
組
は
、
方
・
円
の
二
分
論
と
い
う
形
で
、
当

時
の
碑
論
に
は
か
な
り
通
行
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
既

に
著
者
は
、
上
掲
包
説
、
康
有
為
『
広
芸
舟
双
相
』
、
そ
し
て
李
瑞

清
「
玉
梅
花
愈
論
象
」
の
三
者
に
お
け
る
方
・
円
二
分
論
を
概
観
し

ハ
G
〉

て
い
る
。
こ
の
他
張
宗
祥
『
誉
学
源
流
論
』
時
間
沢
篇
・
六
朝
で
の
北

碑
論
、
ま
た
劉
邸
培
「
書
法
分
方
円
二
派
考
」
ハ
『
国
粋
学
報
』
一
ニ
巻
・

七
期
・
茨
術
錦
)
等
も
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
一
一
一
一
向
っ
て
よ
い
。
こ
の
時

期
、
様
式
分
類
上
の
万
円
と
い
う
祝
庄
は
、
一
定
の
有
用
度
を
も
っ

て
論
者
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
上
一
記
諸
家
の
論
世
間
で
は
、
方
都
中
派
の
代
表
格
に
張
猛

龍
砕
を
推
す
点
で
沈
説
と
一
致
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
円
筆
派
で

は
鄭
道
昭
摩
山
庄
が
概
ね
優
位
に
鑑
か
れ
て
い
る
。
包
氏
の
「
装
勢
分

韻
草
情
畢
且
ハ
其
中
」
と
い
う
激
賞
は
夙
に
知
ら
れ
る
が
、
沈
説
の
場

合
、
こ
う
し
た
鄭
書
賛
は
影
を
潜
め
る
。
沈
氏
の
鄭
書
評
に
は
、
門

弟
謝
鳳
孫
へ
該
碑
の
習
蓄
を
説
い
た
お
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

雲
去
山
無
石
室
銘
、
但
有
論
経
書
詩
耳
。
皆
道
昭
堂
開
。
一
郎
碑
穫

議
穀
、
摩
山
鹿
綾
絞
縦
。
其
超
逸
編
握
、
員
令
人
針
之
親
殺
有
凌

雲
気
也
。
論
議
格
径
恐
在
鶴
銘
上
。

と
あ
る
。
該
砕
を
療
鶴
銘
よ
り
上
位
に
す
る
な
ど
、
確
か
に
一
定
の

評
価
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
つ
摩
崖
櫨
」
と

し
て
の
評
価
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
摩
巌
か
ら
区
別
さ
れ

「
諮
巌
」
と
称
え
ら
れ
る
「
碑
鰻
」
即
ち
碑
潟
、
墓
誌
に
、
沈
氏
の

志
向
を
窺
い
得
る
。
伝
存
の
沈
説
の
部
分
性
は
踏
ま
え
る
べ
き
だ

が
、
創
刊
警
に
代
わ
り
弓
避
を
推
す
品
等
に
は
、
書
写
の
「
場
ー
一
の
問

題
が
与
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
述
し
た
い
。

さ
て
、
そ
の
弓
遵
は
、
当
時
墓
誌
中
の
傑
作
と
目
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
『
安
呉
論
書
』
で
は
、
先
述
の
如
く
録
係
1
乙
茨

派
に
墓
誌
と
し
て
唯
一
こ
れ
を
掲
げ
、
上
掲
康
氏
論
書
も
、
こ
れ
を

「
十
六
宗
」
の
一
に
置
く
。
更
に
楊
守
敬
『
激
素
飛
清
関
評
碑
記
b

〈

7
)

巻
こ
で
は
、
墓
誌
の
「
冠
」
と
あ
り
、
陶
潜
宣
『
稜
山
論
書
詩
』
第

二
回
首
識
一
誌
も
、
「
北
朝
無
精
於
比
者
」
と
す
る
。
沈
氏
の
品
等
は
、

こ
の
流
れ
に
沿
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

続
い
て
東
貌
期
に
自
を
転
じ
よ
う
。
該
期
で
先
ず
注
目
さ
れ
る
の

は
、
上
掲
8
に
見
る
敬
使
君
碑
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
安
呉
論
書
』
皮

下
等
一
十
一
群
が
、
鐙
・
梁
両
派
の
碑
刻
の
他
に
「
李
仲
瑛
、
敬
穎
嬬
別
成

一
種
、
血
ハ
右
軍
致
相
近
」
と
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
す
る
。

8
の

他
、
却
に
も
該
碑
評
が
あ
る
。
両
政
と
も
に
該
碑
自
身
が
主
題
で
あ
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り
、
こ
の
点
に
割
引
き
の
余
地
を
残
す
が
、
い
ず
れ
も
斑
亭
・
黄
庭

を
重
ね
合
わ
せ
、
そ
こ
に
南
北
融
合
の
関
鍵
を
見
て
い
る
点
に
は
、

確
固
た
る
主
張
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
碑
は
北
貌
の
双
壁
に
次
ぐ
第

三
局
と
見
倣
し
て
よ
い
。
ま
た
お
で
は
、
こ
の
碑
を
包
氏
に
繋
げ
て

い
る
点
も
興
味
深
い
。
同
様
の
見
解
は
張
宗
祥
上
掲
室
田
の
勢
異
第
、

淵
源
篇
に
も
窺
え
る
が
、
か
か
る
師
承
の
提
示
も
、
こ
の
碑
へ
の
傾

注
の
一
斑
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
他
東
貌
郊
の
碑
刻
で
は
、
李
仲
瑛
碑
、
高
湛
墓
一
一
一
一
ゆ
が
、
以
下

の
砕
刻
と
の
比
較
に
お
い
て
各
々
例
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
自

に
つ
く
。

卒
仲
破
碑
一
劉
諮
墓
誌
(
幻
)
、
窓
侃
基
一
一
一
小
川
(
幻
)
、
侯
海
墓
誌

(
幻
)

高
濃
墓
誌
一
張
満
慕
一
一
一
戸
時
(
幻
)
、
一
克
貯
墓
誌
ハ
幻
)
、
穆
子
厳
墓

一一一一仙(幻)

卒
付
瑛
は
、
上
記
『
安
呉
論
智
一
日
』
が
敬
使
君
と
と
も
に
別
格
に
即
位
く

こ
と
と
符
合
す
る
如
く
、
沈
氏
も
こ
れ
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
詔
意

す
る
。
こ
こ
で
は
、
対
照
の
墓
誌
か
ら
見
て
、
笠
弘
法
を
交
え
た
雑
体

警
の
流
れ
に
着
限
す
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
高
湛
は
、

3
に
「
絞
殺
且

卒
近
北
碑
、
般
務
反
枚
、
藩
法
精
消
余
。
」
と
あ
る
通
り
、
「
蓄
法
一

か
ら
、
後
述
す
る
「
平
易
」
な
る
様
式
へ
の
移
行
が
説
か
れ
る
慕
誌

で
あ
り
、
対
照
の
東
貌
墓
誌
も
、
と
の
主
旨
に
合
致
し
た
様
式
を
湛

え
る
ひ
東
貌
期
の
碑
刻
例
と
し
て
、
両
碑
に
比
較
的
種
ま
っ
た
一
一
一
一
口
説

が
あ
る
こ
と
は
、
雑
体
書
の
広
が
り
と
新
法
へ
の
移
行
と
い
う
、
該

期
特
有
の
二
潮
流
が
沈
氏
に
お
い
て
見
通
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。さて
、

上
述
以
外
の
碑
刻
で
、
実
作
上
の
淵
源
と
し
て
一
評
者
に
屡

々
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
所
謂
二
嚢
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。
お
で
は
袈
竜
顔
、
誌
で
は
嚢
宝
子
〈
と
推
定
さ
れ
る
)
が
掲

げ
ら
れ
、
各
ん
べ
一
隷
法
の
残
存
と
漢
・
呉
の
継
承
を
話
題
に
す
る
も
の

の
、
そ
れ
以
降
の
北
碑
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
但
し

狭
平
子
に
よ
れ
ば
「
沈
感
受
講
、
北
碑
宜
習
張
猛
龍
、
襲
安
子
等
0
1
一

ハ
8
)

と
あ
る
。
二
繋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ヰ
一
一
口
を
裏
付
け
る
、
更
な
る
沈
説

の
発
掘
が
侯
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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、
南
北
互
誌
の
諸
相

続
い
て
沈
氏
の
五
一
誌
論
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
は
じ
め
に
略
述

し
た
通
り
、
従
来
そ
れ
は
沈
説
の
特
色
と
さ
れ
て
き
た
が
、
未
だ
十

分
な
精
査
は
備
わ
ら
な
い
c

こ
こ
で
は
可
能
な
探
り
共
さ
に
、
該
当

の
所
説
を
波
み
上
げ
た
い
。

先
ず
互
一
証
論
の
基
本
姿
勢
を
述
べ
た
も
の
に
お
「
碑
潟
南
北
大
問
、

大
較
於
措
法
中
強
持
沿
隷
法
」
が
あ
り
、
上
掲
4
で
は
「
南
朝
碑
協

竿
停
、
出
北
碑
擬
」
と
も
す
る
。
こ
れ
ら
は
'
紛
れ
も
な
く
、
「
(
南
北
〉



雨
汲
判
若
江
河
」
と
い
う
玩
元
『
南
北
害
派
論
』
に
お
け
る
武
断
へ

の
反
論
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
反
論
は
、
当
時
の
碑
論
に
広
く

行
わ
れ
て
い
た
。
薬
品
版
記
m
石
』
南
朝
一
刻
や
楊
氏
上
掲
審
の
各

種
造
像
記
の
条
l
i前
説
は
後
掲
の
劉
成
折
『
奔
翰
余
瀦
』
で
紹
介

ハ
9
)

さ
れ
る

i
i或
い
は
ま
た
康
氏
や
李
氏
の
上
室
田
等
、
こ
れ
ら
は
、

南
北
双
方
の
個
別
碑
刻
か
ら
、
共
通
し
た
繋
勢
を
指
摘
す
る
こ
と

で
、
民
説
の
論
駁
を
試
み
て
い
る
。

更
に
沈
氏
は
、
『
流
沙
墜
簡
』
の
披
見
を
契
機
に
、
碑
刻
の
み
な

ら
ず
法
帖
の
真
相
も
見
極
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
は
、
王
国
経
や

(
刊
)

骨
燃
の
関
連
す
る
一
一
一
一
同
説
を
絡
め
、
前
稿
で
触
れ
て
い
る
。
加
え
て
陶

〈
日
)

氏
上
掲
蓄
に
も
五
一
誌
を
法
帖
探
究
に
敵
対
げ
る
言
が
あ
り
、
当
時
の
碑

論
の
一
部
は
、
既
述
の
「
抑
帖
」
に
慎
重
な
姿
勢
を
持
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
論
及
に
至
る
碑
帖
・
南
北
互
祉
の
具
体
相
を
検
討
し

た
い
。
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
掲
4
、
8
に
見
ら
れ
た
、
二
五

の
北
碑
へ
の
比
況
で
あ
る
。

「
龍
蔵
寺
一
義
之
「
弓
遵
一
義
之

A
斗
A

〈

0
0
ム

戸
張
猛
龍
一
一
献
之
「
張
猛
龍
一
一
献
之

二
王
を
対
比
的
に
捉
え
、
個
別
の
碑
刻
に
結
び
付
け
る
賞
議
法
は
、

先
述
の
通
り
、
『
安
問
一
〈
論
書
』
の
寅
小
仲
の
言
か
ら
直
接
示
唆
を
受

け
て
い
よ
う
。
但
し
沈
氏
の
二
王
対
比
論
は
、
上
記
し
た
北
碑
へ
の

比
況
を
除
い
て
も
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
各
言
説
の
二
互
に

か
か
る
関
鍵
訪
を
、
「
義
之
/
献
之
」
と
い
う
形
で
整
理
す
れ
ば
、

「
館
勤
/
縦
迩
」
(
日
)
「
街
巌
/
狼
蒋
」
(
菌
開
演
談
・
右
寧
紘
一
十
法
)
「
中

近
質
/
中
近
虚
ハ
築
設
中
紫
、
分
筆
中
虚
)
」
(
向
上
・
中
画
中
皮
)
「
筆
筆

皆
断
/
，
祭
紘
一
十
協
同
連
」
(
お
)
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
寅
小
仲
を

模
す
る
の
み
な
ら
ず
、
吋
文
章
志
』
『
古
来
能
書
人
名
』
雲
間
警
表
』

ハ
円
以
)

等
、
六
朝
書
論
で
盛
行
し
た
二
王
論
に
ま
で
立
ち
返
っ
た
跡
が
看
取

で
き
る
。
却
ち
こ
こ
で
の
二
王
対
比
は
、
様
式
・
技
法
上
の
新
田
の

差
問
問
を
基
調
に
拙
か
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
張
猛
龍
が
新
法
た
る
献
之
の
側
に
置
か
れ
る
こ
と

は
、
実
に
興
味
深
い
。
後
述
の
如
く
、
方
筆
系
碑
刻
に
隷
法
の
残
存

を
見
る
沈
氏
は
、
「
中
虚
」
た
る
「
分
設
さ
を
接
点
に
、
両
者
を
結

び
付
け
る
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
方
筆
に
感
じ
ら
れ
る
筆
力
の
発
散

は
、
「
館
勤
」
「
簡
巌
」
よ
り
も
「
縦
逸
」
「
狼
蒋
」
の
語
に
、
深
く

関
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

8

「
「
内
厭
外
拓
、
厳
鋒
拾
穎
」
と
い
う

技
法
的
対
立
に
お
い
て
、
後
者
の
「
外
拓
」
「
拙
穎
」
に
繋
が
る
も

の
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
陶
氏
上
掲
室
田
の
第
十
一
首
識
一
訟

で
は
、
「
乙
盆
謂
、
龍
門
造
像
其
掠
法
、
克
典
洛
一
紳
同
勢
」
と
沈
説

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
陶
氏
も
方
筆
派
を
念
頭
に
置
い
た
北
法
に
献

之
を
見
る
が
、
龍
門
に
ま
で
擬
え
る
沈
氏
の
斬
新
な
提
起
は
、
陶
氏

に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
だ
。
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も
っ
と
も
、
二
五
と
北
碑
の
間
に
厳
然
と
存
す
る
書
風
の
径
庭
か

ら
す
れ
ば
、
沈
氏
の
か
か
る
比
況
は
飛
躍
の
憾
み
も
猶
残
る
。
し
か

し
、
対
的
す
る
こ
様
式
を
象
徴
的
に
モ
デ
ル
化
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
一
応
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
北
碑
の

体
系
化
に
、
南
朝
文
献
書
学
の
伝
承
的
テ

i
マ
を
重
ね
合
わ
せ
る
手

法
は
、
そ
れ
に
通
じ
た
沈
氏
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
り
、
こ
の
点
は

沈
説
隠
有
の
特
色
と
し
て
、
一
更
に
知
ら
れ
て
よ
い
。

さ
て
、
こ
う
し
た
比
況
の
一
方
で
、
沈
氏
は
、
具
体
的
に
個
別
碑

帖
の
五
一
社
も
試
み
て
い
る
。
北
斉
ま
で
を
射
程
に
、
以
下
そ
れ
を
整

理
し
よ
う
。

郷
文
公
(
お
〉

l
i
l
i
l
i
-
-
i
大
令
革
法
ハ
関
帖
〉

張
猛
龍

(
4〉
l
l
i
l
i
-
-
i
楽
毅
論

一
%
略
墓
誌
(
幻

)
i
l
i
-
-
1刊
出
葉
庭
経

敬
使
君

(
8
m
)
l
i
l
-
-十
十

i
定
武
部
亭

文
殊
般
若

(
M
m〉
i
i
l
i
「

l
灰
亮
、
山
簿
記
帖
〉

龍
門
造
像
(
上
掲
淘
氏
論
議
〉

i
1
1
H
洛
神
賦
十
三
行

こ
こ
で
の
南
帖
は
、
上
記
の
比
況
論
に
符
合
す
る
か
の
如
く
、
二
王

の
名
品
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
個
別
碑
刻
と
の
対
照
は
、

上
記
比
況
と
訴
離
す
る
。
先
ず
、
ガ
筆
一
派
に
犠
え
た
献
之
の
警
が
、

こ
こ
で
は
郷
文
公
、
文
殊
般
若
と
、
内
筆
系
碑
刻
に
比
重
を
置
い
て

配
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
弓
遊
に
繋
げ
ら
れ
た
畿
之
の
警
は
、

却
っ
て
張
猛
龍
に
擬
え
ら
れ
、
更
に
南
北
融
合
を
説
く
敬
使
君
で
も

意
識
さ
れ
る
な
ど
、
方
筆
派
も
包
摂
す
る
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
た

せ
る
に
至
る
。
こ
う
し
た
点
に
、
観
念
的
・
象
徴
的
な
次
元
で
の
比

況
論
と
、
個
別
碑
帖
の
具
体
的
な
比
較
対
照
と
い
う
、
沈
氏
互
証
の

懸
隔
す
る
こ
棺
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

さ
て
、
上
一
記
に
お
け
る
用
筆
系
碑
刻
と
献
之
の
対
照
は
、
実
際
の

筆
法
上
さ
ほ
ど
無
理
は
な
い
。
義
之
の
書
も
、
現
実
的
な
書
風
の
対

照
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
置
か
れ
て
然
る
べ
き
だ
が
、
こ
こ
で

は
、
方
筆
も
見
据
え
て
配
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
沈
氏
の
義
之
尊
称

が
与
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
何
紹
基
「
抜
宋
刻
十
七

結
!
一
「
抜
王
援
斎
蔵
虞
恭
公
温
公
碑
侶
拓
本
」
(
『
東
洲
草
堂
金
石
版
』
巻

田
・
五
)
で
は
、
定
武
欝
一
苧
、
曹
減
、
黄
庭
が
、
北
派
も
兼
ね
る
と

す
る
言
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
書
聖
た
る
義
之
に
、
北
派
的
な
方
筆
の

兼
備
を
見
る
こ
と
で
、
絶
大
な
書
格
を
与
え
ん
と
す
る
、
山
口
ボ
拝
姿
勢

の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
の
沈
氏
の
対
照
も
向
様
で

あ
ろ
う
。
先
述
し
た
対
等
な
二
王
比
況
は
、
も
は
や
意
識
さ
れ
て
は

い
寺
院
い
。

( 46 ) 

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
錨
別
碑
帖
の
互
証
は
、
当
時
の
碑
論
で
も
断

片
的
に
散
見
す
る
。
上
記
『
安
呉
論
審
』
の
如
く
、
弓
遵
を
鍾
訴
に

擬
え
る
中
一
一
口
も
あ
る
が
、
管
見
で
は
殆
ど
が
二
王
の
小
摘
を
指
標
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
楊
守
敬
上
掲
書
・
巻
こ
で
は
、
都
ロ
巴
部
道
輿
造



像
・
古
験
方
を
寅
庭
、
楽
毅
に
、
部
献
『
非
見
斎
審
定
六
割
正
蓄
碑

自
』
で
は
、
司
馬
景
和
一
安
墓
誌
を
洛
神
賦
に
、
部
州
舎
利
搭
一
記
を
賀

庭
に
、
各
々
-
当
て
て
い
る
。
一
方
、
二
王
小
摘
を
摩
山
涯
の
大
字
に
繋

げ
る
一
一
一
一
同
も
出
て
く
る
。
こ
れ
は
『
安
呉
論
番
』
答
照
載
九
間
の
「
鶴

銘
一
料
理
、
正
同
内
景
」
を
承
け
て
い
よ
う
。
何
紹
基
上
掲
書
「
題
楊

龍
石
蔵
燈
鶴
銘
水
拓
旧
本
」
「
政
玉
版
洛
神
賦
十
三
行
」
で
は
、
感

鶴
銘
に
糞
庭
、
十
三
行
が
繋
が
れ
、
李
瑞
清
上
掲
警
の
一
帰
依
(
依
〉

比
鼎
派
で
も
、
控
鶴
銘
と
寅
庭
が
同
系
に
震
か
れ
て
い
る
。
更
に
李

氏
は
、
寅
」
良
か
ら
石
門
銘
ま
で
見
通
し
て
お
り
、
同
旨
の
一
一
一
一
口
は
、
彼

(日〉

の
盟
友
曾
照
か
ら
も
窺
え
る
。
沈
氏
が
文
殊
般
若
と
い
う
大
字
に
寅

庭
、
洛
神
斌
を
見
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
摩
崖
論
と
軌
を
一
に

し
て
い
る
。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
沈
氏
の
個
別
選
例
互
証
は
、
当
時
の
碑
論
に

若
干
認
め
ら
れ
た
、
二
王
小
結
を
中
心
と
す
る
互
一
証
の
一
環
と
し
て

捉
え
得
る
側
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
南
帖
で
は
二
王
の
他
関
帖
の
諾

跡
を
盛
り
込
み
、
一
方
北
碑
で
は
、
大
胆
に
も
方
筆
系
遺
例
を
視
野

に
入
れ
る
な
ど
、
そ
の
互
証
対
象
の
拡
充
に
は
、
時
の
碑
論
か
ら

の
、
一
層
の
先
鋭
化
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
先
の
二
王
比
況

と
は
別
方
向
で
、
こ
れ
ら
個
別
遺
例
の
互
証
は
確
か
な
足
跡
を
残
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
互
証
論
は
、
既
述
の
通
り
南
北

の
肉
質
性
を
前
提
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
沈
氏

は
、
こ
れ
と
は
相
答
れ
ぬ
見
解
を
同
時
に
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
は
幻

の
個
別
墓
誌
評
に
端
的
に
表
れ
る
。

南
人
北
度
者
魚
之
:
・
行
筆
縦
宕
(
王
紹
墓
誌
)

多
行
筆
、
北
碑
至
此
合
南
帖
ハ
王
信
男
墓
誌
)

波
談
沿
北
、
秀
韻
近
南
(
一
克
欽
墓
誌
〉

こ
こ
で
は
南
法
に
「
行
筆
」
「
秀
韻
」
、
北
法
に
「
波
渓
」
と
、
南
北

間
有
の
特
性
が
明
ら
か
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
に
南
北

の
別
を
初
め
か
ら
不
問
に
附
し
て
し
ま
う
、
先
の
「
碑
偶
南
北
大

同
」
と
い
う
基
本
姿
勢
と
は
、
全
く
趣
旨
を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
時

期
的
な
変
容
で
は
な
い
。

M
A

に
お
い
て
沈
氏
は
、
劉
照
載
『
室
田
概
』

第
九
九
条
の
「
北
書
以
骨
勝
、
南
書
以
韻
勝
。
然
北
自
有
北
之
韻
、

南
自
有
南
之
韻
也
。
」
と
い
う
言
を
評
し
て
「
寅
別
高
骨
部
北
骨
、

北
頭
部
南
議
。
」
と
し
、
極
端
に
南
北
差
を
否
定
し
て
も
い
る
の
で

あ
る
。
一
方
で
南
北
の
同
質
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
他
面
で
は
そ
の

対
峠
す
る
独
自
性
を
前
提
に
賞
識
す
る
、
沈
氏
は
こ
う
し
た
矛
盾
を

苧
ん
で
い
る
。
だ
が
こ
の
矛
盾
は
、
玩
一
克
の
提
起
以
来
、
南
北
書
派

説
の
受
容
に
揺
れ
る
こ
の
時
期
の
論
壇
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

底
抗
述
の
通
り
、
玩
説
批
判
は
、
そ
の
「
南
波
科
若
江
河
」
と
い

う
、
一
夜
然
と
し
た
南
北
区
分
に
集
中
し
た
。
沈
氏
互
-
証
も
こ
れ
に
端
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を
発
す
る
。
だ
が
こ
の
批
判
は
、
勿
論
玩
説
の
全
否
定
に
は
な
り
得

な
か
っ
た
。
そ
の
限
界
を
自
認
す
る
次
世
代
の
論
者
は
、
今
度
は
玩

説
を
走
と
す
る
難
護
論
を
展
開
す
る
。
例
え
ば
梁
啓
超
『
飲
水
室
題

抜
』
郊
矯
碑
践
で
は
、
自
来
同
質
と
さ
れ
る
該
碑
と
馬
鳴
寺
碑
に
南

北
差
を
見
、
「
抗
女
達
南
北
皆
一
回
一
旗
之
論
、
最
不
可
易
」
と
す
る
。
ま

た
劉
威
折
上
掲
書
も
、
一
二
の
南
北
互
一
誌
に
よ
っ
て
玩
説
は
覆
ら
ぬ

と
し
「
北
碑
南
粘
自
是
確
論
」
と
説
い
た
。
両
説
は
、
上
掲
の
葉
回
目

織
や
楊
守
敬
の
一
所
説
を
論
難
す
る
な
ど
、
反
抗
氏
説
へ
の
反
-
論
と
し

て
一
つ
の
流
れ
を
形
成
す
る
。
確
か
に
か
か
る
反
反
論
に
よ
る
ま
で

も
な
く
、
南
北
派
説
に
は
抗
し
難
い
一
定
の
道
裂
が
あ
る
。
沈
氏
も

こ
の
点
は
当
然
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

北
宗
之
設
、
始
自
鴻
定
遠
、
不
始
庇
雲
筆
。
北
碑
之
関
、
起
於

政
子
文
、
不
起
包
煩
倍
。

(
M
)

山
南
帖
入
北
碑
、
別
棟
呑
泉
鏡
先
究
者
也
。
(
お
〉
(

日

比

)

な
ど
潟
班
、
陳
法
〈
轄
に
玩
説
前
史
を
見
通
す
品
一
一
同
が
あ
る
の
は
、
南
北

対
峠
へ
の
一
定
の
理
解
を
前
提
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る

i
i
但
し

こ
こ
で
は
、
南
北
説
に
甘
ん
ず
る
代
り
、
そ
の
功
績
を
独
り
玩
氏
に

帰
一
し
よ
う
と
し
な
い
、
末
節
で
の
対
抗
意
識
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら

内

lh

、

。

や
J
H
l
v
i
-
-
3
1
1

と
も
あ
れ
、
沈
説
は
玩
説
批
判
に
徹
し
得
な
か
っ
た
。
先
の
墓
誌

評
に
見
る
、
北
方
で
の
古
法
ハ
隷
意
)
の
残
存
と
、
南
方
か
ら
の
行

意
の
侵
蝕
〈
H

隷
法
の
逓
滅
)
と
い
う
対
立
図
式
は
、
明
ら
か
に
玩
説

の
継
承
で
あ
る
。
庇
説
の
積
極
的
な
再
評
価
は
、
次
世
代
の
梁
・
劉

の
説
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
沈
説
に
は
、
そ
れ
へ
の
推
移
を
如
実

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
一
一
一
一
口
が
個
別
加
の
墓
誌
評
に
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
次
節
に
お
い

て
、
改
め
て
こ
の
点
を
考
察
し
た
い
。

問
、
警
の
場
論
と
北
派
の
演
変
観

既
掲
の
お
は
、
書
写
さ
れ
る
「
場
」
を
主
題
と
し
た
短
条
で
あ

り
、
「
南
北
大
同
」
の
碑
協
の
他
に
、
「
写
室
田
」
「
簡
照
」
を
掲
げ
る
。

南
朝
議
習
、
可
分
三
鰻
。
潟
書
第
一
鶴
、
碑
鵠
潟
一
鰻
、
関
般

為
一
鰻
。
築
毅
、
寅
庭
:
・
皆
寝
室
田
殻
也
。
:
・
館
版
篤
行
革
之

宗
、
然
行
革
用
於
寝
室
田
、
興
用
於
簡
服
者
、
亦
自
成
一
用
機
。

三
種
が
学
欣
司
古
来
能
番
人
名
』
で
の
鍾
が
怖
が
も
の
し
た
三
体
害
、

即
ち
章
程
替
、
銘
石
番
、
行
押
蓄
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
。
「
於
措
法
中
猶
時
、
沿
隷
法
」
と
説
か
れ
る
碑
m
w
l
銘
石

警
は
上
記
4
の
通
り
、
多
分
に
そ
の
北
方
性
が
意
識
さ
れ
て
い
よ

う
。
そ
れ
に
比
し
て
写
書
日
章
程
警
は
、
二
三
の
小
橋
が
例
示
さ

れ
、
洗
練
さ
れ
た
摘
、
そ
し
て
行
革
審
が
念
頭
に
置
か
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
、
的
μ
窓
治
基
一
一
一
ゆ
詳
の
「
諸
碑
可
作
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符
経
税
:
・
彼
魚
寝
経
松
、
此
魚
寝
銘
位
。
」
と
い
う
言
で
あ
る
。
広

治
が
「
潟
銘
」

1
砕
似
体
で
あ
る
以
外
、
一
般
の
「
諸
碑
」
(
こ
こ
で

は
墓
誌
の
間
〉
は
「
潟
経
館
」
即
ち
写
書
・
章
程
貴
闘
と
見
倣
す
の
で
あ

る
。
更
に
m
w
w
伍
叙
醤
墓
誌
評
で
は

此
書
使
勝
縦
横
、
筆
法
盤
法
、
皆
可
従
刻
法
中
想
像
得
之
。
河

北
無
行
抑
設
問
、
体
世
籍
此
、
可
意
測
其
運
用
也
。

と
し
、
墓
誌
を
行
(
抑
〉
蓄
が
発
揮
さ
れ
る
場
と
す
る
。
以
上
に
よ

れ
ば
、
芸
誌
許
を
中
心
に
、
南
北
一
致
の
一
一
一
一
口
が
頻
見
す
る
の
は
必
然

の
結
果
と
一
一
一
一
問
え
る
だ
ろ
う
。
写
書
・
一
章
程
警
に
通
ず
る
場
で
あ
る
墓

誌
は
、
南
法
的
行
意
の
導
入
を
容
易
に
す
る
環
境
な
の
で
あ
る
。
隷

意
が
薄
れ
ず
北
法
を
留
め
置
く
碑
偶
と
、
そ
れ
が
行
意
に
よ
っ
て
逓

減
す
る
慕
誌
、
双
方
の
場
に
性
格
上
の
差
異
を
見
出
し
た
点
は
、
他

の
碑
論
に
見
ら
れ
ぬ
沈
説
の
一
大
特
色
で
あ
る
。

こ
れ
ら
墓
誌
詳
の
一
つ

3
に
は
、
次
の
如
き
一
一
一
一
口
説
も
見
ら
れ
る
。

大
抵
北
朝
撤
回
法
、
亦
是
図
時
畿
日
初
。
正
光
以
前
第
一
種
、
最
古

効
。
天
平
以
下
為
一
種
、
給
平
易
。
湾
末
為
一
種
、
風
格
競
永

徽
相
上
下
、
古
隷
相
侍
之
法
、
無
復
存
突
。

こ
こ
で
若
目
さ
れ
る
の
は
、
北
派
の
演
変
を
数
期
に
断
代
し
た
点
で

あ
る
。
と
り
わ
け
北
線
刻
を
正
光
前
後
で
区
分
す
る
点
は
自
説
に
見

な
い
。
例
え
ば
、
康
氏
上
掲
蓄
の
「
備
貌
十
」
が
、
北
線
期
を
一
括

し
て
地
期
か
ら
の
復
位
を
一
議
い
、
劉
氏
上
掲
書
も
、
「
北
貌
車
問
、
筆

方
舗
市
出
L

勢
横
宕
市
康
、
乃
出
於
八
分
ひ
北
済
承
之
、
或
務
趨
痩

倒
。
」
と
す
る
な
ど
、
当
時
は
大
播
み
な
論
が
通
行
し
て
い
た
。
沈

氏
の
区
分
に
よ
っ
て
、
北
貌
に
お
け
る
「
古
隷
相
停
之
法
」
の
漸
層

的
な
減
少
が
、
よ
り
精
致
に
克
通
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ

る。
沈
氏
一
論
警
に
確
認
で
き
る
正
光
年
間
の
碑
刻
は
、
李
壁
、
王
僧

男
、
李
超
の
各
墓
誌
と
、
張
猛
龍
、
高
貞
の
二
碑
で
あ
る
。
先
に
五

一
証
で
触
れ
た
王
僧
男
の
他
が
、
自
来
方
筆
派
と
し
て
著
名
で
あ
る
こ

と
は
一
一
一
一
口
う
に
及
ば
な
い
。
李
墜
を
話
題
と
す
る
ロ
に
つ
書
法
的
動
、

極
似
張
猛
龍
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
方
筆
碑
刻
が
「
古

一
飢
」
の
典
型
的
な
体
現
例
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一

方
、
正
光
以
後
の
北
貌
碑
刻
に
は
憲
治
、
冠
俗
、
劉
玉
、
元
路
、
元

欽
、
張
良
川
女
、
元
惑
の
各
墓
誌
が
あ
り
、
南
性
の
指
摘
さ
れ
る
墓
誌

が
話
に
つ
く
。
正
光
に
境
界
を
見
る
こ
と
は
故
な
し
と
し
な
い
。
因

み
に
、
そ
の
後
の
北
貌
期
の
断
代
論
と
し
て
は
、
従
来
梁
啓
起
の
説

が
注
目
さ
れ
て
き
た
c

彼
は
函
期
を
正
光
か
ら
大
和
ま
で
，
減
ら
せ

た
。
劉
薄
氏
は
、
そ
れ
を
梁
氏
「
品
評
畳
一
一
同
法
」
の
二
大
特
徴
の
一
と

(
い
ね
〉

し
、
「
濁
到
的
見
解
」
の
意
義
を
喚
起
さ
れ
る
が
、
か
か
る
梁
説

も
、
こ
の
沈
説
か
ら
の
脈
絡
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の

で
み
の
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
断
代
史
論
が
墓
誌
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
の



は
、
そ
れ
が
数
量
的
に
豊
富
で
、
猶
且
控
統
と
出
土
す
る
こ
と
に
大

き
く
起
因
す
る
。
沈
説
幻
も
近
出
墓
誌
が
多
く
、
執
筆
時
の
最
新
の

知
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
何
に
依
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
羅
振
王
が
提
供
し
た
資
料
(
拓
)
で
あ

っ
た
可
能
性
が
頗
る
高
い
。
彼
と
の
交
誼
は
泣
に
そ
の
一
斑
が
窺

(
時
)
え
、
ま
た
お
に
よ
れ
ば
、
沈
氏
は
羅
氏
綿
『
ム
ハ
初
墓
誌
士
一
一
円
英
』
を
手

に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
著
録
が
収
め
る
幻
墓
誌
は
僅
か
二

件
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
突
は
、
一
方
で
羅
氏
が
撰
し
た
一
大
題
抜
集

吋
一
宮
学
一
金
石
文
字
抜
尾
』
に
よ
れ
ば
、
幻
墓
誌
の
大
半
は
著
録
さ
れ

て
い
る
。
沈
説
の
背
景
に
は
、
出
土
文
物
に
機
敏
に
対
応
し
得
る
、

当
時
の
金
石
収
蔵
家
と
の
交
詑
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

小
論
で
は
、
沈
曾
継
の
散
在
す
る
論
議
聞
か
ら
、
北
碑
に
関
す
る
ユ
一
一
口

説
を
集
め
、
南
北
の
互
託
論
も
祝
野
に
入
れ
つ
つ
、
彼
の
北
碑
観
を

考
察
し
た
。
そ
の
結
果
を
笛
条
約
に
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な

る。一
、
北
碑
の
品
第
体
系
は
、
包
社
庄
の
書
流
鋭
、
及
び
そ
れ
に
続
く

当
時
の
碑
論
で
の
方
向
に
よ
る
様
式
的
枠
組
が
、
色
濃
く
投
影
さ

れ
て
い
る
。
但
し
鄭
審
摩
巌
よ
り
一
づ
遊
墓
誌
を
取
る
点
に
、
彼
の

墓
誌
志
向
の
一
揺
が
窺
え
た
。

二
、
従
来
沈
氏
論
蓄
の
特
質
と
さ
れ
て
き
た
万
一
証
論
で
は
、
多
様
な

側
面
が
見
出
せ
た
。
上
記
方
円
の
様
式
対
持
を
、
六
朝
以
来
伝
承

さ
れ
て
き
た
こ
王
の
対
比
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
擬
え
る
側
面
。
鋭

意
比
較
対
象
を
拡
充
し
つ
つ
個
別
碑
帖
を
突
き
合
わ
せ
る
側
面
。

更
に
玩
元
説
へ
の
追
従
と
一
反
発
の
錯
綜
も
互
託
論
に
多
国
性
を
質

す
要
因
と
し
て
見
逃
せ
な
い
。

一
二
、
碑
協
と
墓
誌
に
、
蓄
の
場
と
し
て
の
差
異
を
見
出
し
た
こ
と
も

卓
説
と
さ
れ
る
。
章
程
窪
田
を
想
定
し
、
南
法
的
行
意
の
浸
透
を
容

易
に
す
る
墓
誌
は
、
刻
々
と
新
出
す
る
豊
富
な
資
料
で
も
あ
っ

た
。
か
か
る
墓
誌
を
主
軸
に
据
え
、
沈
説
は
後
人
の
論
を
開
く
、

よ
り
精
綾
な
北
派
の
演
変
を
見
通
し
た
。

再
三
述
べ
て
き
た
通
り
、
散
在
す
る
言
説
を
対
象
と
す
る
こ
の
種
の

研
究
で
は
、
幾
多
の
制
約
が
重
層
的
に
存
し
て
い
る
。
小
論
で
の
検

討
も
、
更
な
る
発
掘
資
料
か
ら
裏
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分
が
猶
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
以
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
沈
氏
五
誌
に
着
目
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
沈
氏
互

一
社
と
当
時
の
碑
学
と
に
際
立
っ
た
対
立
を
見
、
そ
こ
か
ら
沈
説
の
創

見
を
強
調
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
初
伝
海
氏
は
、
沈
説

を
、
康
有
為
等
の
「
破
壊
力
」
を
伴
う
碑
学
へ
の
「
一
一
種
類
抗
」
と

ハロ)
し
、
歌
飛
氏
も
、
沈
設
と
、
「
粗
康
拙
撲
之
外
在
中
平
一
〈
」
を
見
出
す
康

ハ
児
)

氏
等
「
-
尋
常
人
」
の
所
説
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
小
論
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の
通
り
、
当
時
の
碑
学
が
「
破
懐
」
的
で
、
「
粗
康
拙
僕
之
外
在
美
」

の
み
を
注
祝
し
て
き
た
と
は
到
底
見
倣
し
得
な
い
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
こ
れ
ら
，
科
論
が
抱
え
る
警
流
線
、
碑
品
観
は
、
基
本
的
に
沈
説

と
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
沈
説
は
こ
れ
ら
碑
論
の
五
託
を
拡

大
・
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
沈
氏
五
一
証
は
、
時
の
碑
論
か

ら
の
連
続
的
な
進
展
こ
そ
特
筆
せ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

位
、
確
か
に
康
氏
上
掲
響
、
碑
品
十
七
を
中
心
と
す
る
彼
独
自
の

格
付
け
、
即
ち
内
紘
一
十
系
摩
崖
や
様
式
的
に
未
洗
綜
な
書
風
を
推
す
姿

勢
に
は
、
沈
氏
と
の
径
庭
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
敬
氏
は
ま
た
、

成
沈
両
説
に
お
け
る
様
式
形
象
の
一
許
認
を
比
較
し
、
「
沈
曾
槌
子
北

科
別
有
一
意
曾
」
と
結
論
づ
け
る
。
し
か
し
両
者
の
個
別
碑
刻
へ
の
評

ハ
川
口
、
)

訟
を
対
照
す
る
な
ら
、
以
下
の
通
り
接
点
も
多
い
。

張
猛
龍
一
〈
康
〉
一
般
茂
、
駿
整
〈
沈
〉
風
力
危
附
ハ
4
)
、

的

動
(
ロ
)

一
づ
道
一
〈
康
〉
虚
和
国
裕
、
茂
笹
ハ
沈
〉
茂
密

(
6
)

鄭
智
一
同
日
停
忠
一
〈
康
〉
飛
川
辺
淳
穆
、
奇
泌
一
〈
沈
〉
越
川
辺
編
践
ハ
お
)

龍
蔵
寺
一
〈
康
〉
成
和
思
麗
〈
沈
〉
純
和
議
遠
(

4

)

康
氏
論
卦
一
一
同
で
は
、
沈
説
を
は
じ
め
時
の
碑
論
に
通
ず
る
、
さ
ほ
ど

「
昂
揚
激
準
」
(
珠
氏
)
で
は
な
い
側
面
へ
も
、
一
定
の
理
解
が
必
要

で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
『
広
芸
舟
双
棒
』
の
執
筆
を
康
氏
に
促
し

た
の
は
、
他
で
も
な
く
沈
氏
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て

論
じ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

さ
て
、
沈
氏
の
碑
論
を
術
除
し
た
場
合
、
今
回
論
じ
た
北
碑
と
と

も
に
比
較
的
縫
っ
た
領
域
を
形
成
し
て
い
る
の
は
漢
碑
で
あ
る
。
今

後
は
、
そ
の
検
討
と
と
も
に
彼
の
論
盟
国
で
大
半
を
占
め
る
法
帖
論
に

つ
い
て
も
採
っ
て
ゆ
き
た
い
。

、注〈
1
)

拙
稿
「
沈
脅
椛
論
番
研
究
引
述
」
都
島
大
学
国
語
学
国
文
学
会
『
一
一
一
一
口

文
』
四
五
号
、
一
九
九
七
年

(
2
〉
拙
稿
つ
由
民
受
題
政
』
の
書
法
」
『
福
島
大
学
教
育
部
論
集
・
人
文
科

学
部
門
」
二
ハ
一
号
、
一
九
九
六
年

(
3
〉
前
掲
注

(
1
〉
拙
稿
第
一
節

7参
照

(
4
〉
拙
稿
「
経
振
王
旧
蔵
『
沈
乙
盆
尚
書
手
簡
』
初
探
」
「
一
稲
舟
大
学
教

育
学
部
論
集
・
人
文
科
学
部
門
』
六
三
号
、
一
九
九
七
年

(

5

)

交
に
却
も
『
関
戸
月
刊
」
一
一
巻
二
号
「
海
日
楼
詩
」
巻
一
に
収
め
ら

れ
る
。

ハ6
)

拙
稿
一
a

近
代
碑
学
理
論
の
展
開
に
お
け
る
「
支
栴
花
盆
論
家
」
の
位

震
」
中
国
文
中
〈
哲
研
究
会

2
1刊
東
洋
学
』
七
四
号
、
一
九
九
五
年
、
第

二
節

(

7

)

未
刊
。
北
京
図
書
掠
蔵
抄
本
に
よ
る
。
著
者
は
該
書
の
一
部
(
全
体

の
約
三
分
の
一
)
を
閉
山
し
得
、
そ
の
う
ち
第
五
首
ま
で
は
「
北
京
歯
書
館

蔵
『
稜
山
論
書
詩
』
尋
釈
(
上
)
」
(
『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
・
人
文

科
学
部
門
』
六
五
号
、
一
九
九
八
年
)
と
し
て
翻
刻
し
た
。
残
り
も
続
稿
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で
翻
刻
予
定
で
あ
る
。

ハ
8
〉
玖
氏
『
宋
拓
張
猛
龍
碑
並
碑
陰
』
〈
有
正
蓄
局
・
民
国
二
八
年
)
題

獄
。
山
問
、
杉
村
邦
彦
「
近
人
の
張
猛
龍
碑
題
抜
を
読
む
」
ハ
審
議
編
集
室

認
一
一
間
論
』
二
一
号
、
一
九
八
三
年
)
も
'
参
照
し
た
。

(
9
)
こ
れ
ら
玩
説
を
皮
斥
す
る
諸
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
4
〉
拙
稿

第
四
節
で
少
し
く
触
れ
た
。

(
m
N
)

前
拘
注

(
4
〉
拙
稿
第
四
節

(
孔
)
前
掲
注
ハ
7
〉
拙
稿
の
翻
刻
を
参
照
。
尚
、
続
稿
で
は
、
か
か
る
陶

説
の
五
一
証
…
中
川
に
検
討
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
。

(
W
M
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
間
林
昭
一
「
正
義
之
父
子
に
対
す
る
警
の
優

劣
論
」
(
『
跡
見
学
閥
慰
問
科
紀
要
』
一
七
号
、
一
九
六
九
年
)
に
依
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

(
四
〉
李
瑞
措
「
梢
設
問
散
文
軌
(
臨
石
門
銘
)
(
司
栄
一
世
阿
粁
蔵
書
法
装
刻
選
司

上
海
書
画
出
版
社
・
一
九
九

O
年
)
識
語
、
『
李
瑞
清
臨
六
初
碑
組
担
中

(
…
中
山
同
盟
閣
議
局
・
民
間
四
年
間
判
)
門
官
随
一
以

(
リ
凶
)
鴻
民
『
鈍
吟
番
安
一
』
に
「
笠
有
南
北
、
議
亦
有
南
北
」
と
あ
り
、
政

氏
円
隠
緑
軒
題
識
』
「
論
唐
人
双
鈎
関
亭
序
」
に
「
欧
諸
分
途
、
、
逢
令
紋

帖
亦
有
南
北
中
小
之
府
内
企
〈
0
1
一
と
あ
る
。

ハ
日
)
劉
氏
宗
庶
務
超
的
拓
本
収
蔵
、
遇
政
及
書
法
」
巽
軍
平
等
編
円
相
派
幹

超
一
地
獄
恐
一
政
書
法
集
b

一
九
九
五
年
、
栄
安
斎
。
劉
氏
は
、
分
期
に
つ
い

て
言
及
の
あ
る
梁
践
と
し
て
「
一
五
景
造
像
記
政
」
「
鄭
道
忠
墓
誌
践
」
「
…
忠

一
杭
墓
誌
版
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

(
国
〉
前
掲
注
ハ
4
〉
拙
稿
で
は
、
尺
際
幻
を
中
心
に
、
議
・
沈
の
交
一
認
を

概
観
し
て
い
る
。

(
げ
〉
初
氏
「
文
化
視
野
中
的
沈
脅
植
'
一
書
法
研
究
編
集
組
『
書
法
研
究
』

四
九
斡
、
一
九
九
二
年

〈
国
)
敬
氏
「
略
論
康
有
為
、
沈
曾
植
書
学
思
想
之
異
同
」
康
有
為
国
際
書

学
研
討
会
(
一
九
九
六
年
〉
発
表
論
文

(
玲
)
康
氏
の
評
語
の
抽
出
は
、
西
林
昭
一
「
碑
学
一
釈
に
関
す
る
一
考
察
。
一

奇
跡
見
学
関
国
語
科
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
六
九
年
〉
第
二
、
一
一
一
章
で
の

検
討
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

(
付
記
〉
小
論
説
稿
後
、
王
敏
輯
円
北
京
図
書
揺
蔵
普
拓
題
政
輯
録
』
一
九

九

O
年
、
文
物
出
版
社
)
に
、
『
諒
受
題
政
』
未
収
の
弓
道
墓
誌
肢
が
翻

刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
。
薬
品
織
『
垣
間
石
』
巻
山
・
墓
許

に
も
、
沈
氏
の
高
湛
墓
誌
詐
ハ
初
見
)
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。(
お
島
大
学
)
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